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相良ブランディング通信

“愛”の聖地
セント・ヴァレンタイン村

ピエール＝ルッソー村長

世
界
と
つ
な
が
る
相
良
村　

　
「『
相
』
性
が
『
良
』
く
な
る
『
村
』」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
村
を
「
ブ
ラ
ン
ド
」

化
し
て
移
住
定
住
促
進
・
交
流
人
口
拡
大

を
目
指
す
相
良
村
。
人
と
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
す
る
村
づ
く
り
を
進
め
る
に
あ

た
っ
て
、
世
界
を
見
渡
す
と
そ
の
お
手
本

と
い
う
べ
き
村
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
小
さ
な
村
、
セ

ン
ト
・
ヴ
ァ
レ
ン
タ
イ
ン
村
。
フ
ラ
ン
ス

の
ハ
ー
ト
と
呼
ば
れ
、
２
月
14
日
の
ヴ
ァ

レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
に
は
世
界
中
か
ら
多
く

の
カ
ッ
プ
ル
が
集
い
ま
す
。

　

こ
の
「
愛
の
村
」
と
友
好
関
係
を
築
こ

う
と
、
相
良
村
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
。
な
ん

と
ピ
エ
ー
ル
＝
ル
ッ
ソ
ー
村
長
の
来
村
が

実
現
し
ま
し
た
。

　

９
月
27
日（
火
）に
相
良
村
入
り
し
、
28

日（
水
）に
德
田
村
長
と
会
談
。
德
田
村
長

が「
相
良
村
へ
よ
う
こ
そ
。愛
に
こ
だ
わ
っ

て
き
た
２
つ
の
村
が
出
会
え
た
の
も
、
こ

れ
も
ま
た
愛
だ
と
思
う
。
意
見
を
深
め
、

よ
り
良
い
愛
の
築
き
方
を
探
し
て
い
け
れ

ば
」と
あ
い
さ
つ
。
ル
ッ
ソ
ー
村
長
は「
九

州
と
の
関
係
を
築
く
こ
と
で
、
日
仏
関
係

が
よ
り
良
く
な
る
。
こ
の
出
会
い
を
心
か

ら
嬉
し
く
思
う
」
と
応
え
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
お
互
い
の
村
づ
く
り
の
考

え
を
交
わ
し
ま
し
た
。
德
田
村
長
は
「
恋

人
や
夫
婦
に
限
ら
ず
、
家
族
、
友
人
、
仕

事
…
様
々
な
愛
の
形
が
あ
る
。
こ
れ
な

く
し
て
は
地
域
づ
く
り
は
あ
り
え
な
い
。

ヴ
ァ
レ
ン
タ
イ
ン
村
か
ら
多
く
を
学
び
、

『
相
性
が
良
く
な
る
村
』
を
世
界
に
発
信

し
て
い
き
た
い
」、ル
ッ
ソ
ー
村
長
は
「
私

た
ち
は
愛
の
『
聖
地
化
』
を
目
指
し
て
き

た
。
こ
れ
か
ら
も
人
々
の
感
覚
を
盛
り
上

げ
る
よ
う
な
企
画
を
行
っ
て
い
き
た
い
」

な
ど
と
述
べ
ま
し
た
。

フ
ラ
ン
ス
か
ら

陽
気
な
村
長
が

や
っ
て
き
た
。

Photo
Gallery

①サガラッパとの貴重な
　スリーショット
②十島菅原神社で手を
　清める両村長
③茶畑の前で役場職員の
　説明を聴く（左）
④グラグラ揺れる新村の
　吊り橋を楽しむ（右）
⑤肩を組んで記念写真
⑥茶の煎れ方を説明する
　お茶農家のお２人。
　德田村長もお手伝い
⑦相良のお茶を味わう
⑧茶湯里で開かれた
　歓迎レセプション

①③

⑦⑥

⑧

④

⑤

②
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相
良
村
の
お
も
て
な
し　

　

会
談
後
は
村
内
を
視
察
。
十
島
菅
原
神

社
、
新
村
橋
、
茶
畑
な
ど
を
歩
い
て
視
て

回
り
ま
し
た
。
ル
ッ
ソ
ー
村
長
は
「
緑
豊

か
で
、茶
畑
が
一
面
に
広
が
る
光
景
に
感
動

し
た
」
と
相
良
村
の
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

　

お
昼
は
、
さ
が
ら
温
泉
茶
湯
里
で
村

議
員
と
役
場
職
員
を
交
え
て
歓
迎
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
を
開
催
。
茶
湯
里
自
慢
の
料
理
に
舌

鼓
を
打
ち
な
が
ら
、
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
茶
室
に
移
動
。
お
茶
農
家
の

川
上
京
子
さ
ん（
中
央
）、
宮
﨑
三
枝
さ

ん（
朝
の
迫
）、
親
父
の
ガ
ン
コ
と
う
ふ

の
牧
野
恭
子
さ
ん（
中
四
浦
）が
お
茶
と

ス
イ
ー
ツ
で
も
て
な
し
ま
し
た
。
川
上

さ
ん
と
宮
﨑
さ
ん
が
煎
茶
の
煎
れ
方
を
説

明
。
ル
ッ
ソ
ー
村
長
は
、
甘
み
の
強
い
一

煎
目
と
深
い
渋
み
が
出
る
二
煎
目
の
違
い

を
体
験
し
、
お
茶
の
奥
深
さ
を
堪
能
し
ま

し
た
。
お
茶
う
け
に
は
牧
野
さ
ん
が
豆
腐

の
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
を
用
意
。
ル
ッ
ソ
ー

村
長
は
「C

セ

ボ

ン

'est
bon

（
お
い
し
い
）」
と
何

度
も
口
に
し
て
い
ま
し
た
。

両
村
の
こ
れ
か
ら　

　

ル
ッ
ソ
ー
村
長
は
最
後
に
、「
お
い
し

い
食
事
に
温
泉
、
感
動
を
あ
り
が
と
う
。

今
回
を
き
っ
か
け
に
、
来
年
度
か
ら
本
格

的
に
友
好
関
係
を
深
め
て
い
き
た
い
」
と

お
別
れ
の
あ
い
さ
つ
。
今
後
は
ヴ
ァ
レ
ン

タ
イ
ン
村
議
会
に
持
ち
帰
り
、
方
向
性
を

定
め
て
い
き
ま
す
。

　

相
良
村
は
、「
愛
に
あ
ふ
れ
る
村
」を「
相

性
が
良
く
な
る
村
」
の
一
要
素
と
し
、
い

わ
ば
「
日
本
の
セ
ン
ト
・
ヴ
ァ
レ
ン
タ
イ

ン
村
」
と
し
て
村
内
外
に
発
信
し
て
い
き

ま
す
。

　

今
回
の
来
村
で
両
村
の
連
携
は
進
展
を

み
せ
ま
し
た
が
、ま
だ
「
日
本
の
セ
ン
ト
・

ヴ
ァ
レ
ン
タ
イ
ン
村
」
は
生
ま
れ
た
ば
か

り
。
私
た
ち
村
民
の
手
で
育
て
、
体
感
・

実
感
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、来
年
の
２
月
12
日（
日
）に
ヴ
ァ

レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
て

い
ま
す
。
村
内
外
か
ら
多
く
の
人
が
集
い
、

そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
を
確
か
め
合
う
１
日
に

な
る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、皆
さ
ん
の「
愛
」

で
相
良
村
を
育
て
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

村
の
ブ
ラ
ン
ド
化
事
業
は
こ
れ
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。「
愛
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

Ｐ
Ｒ
動
画
作
成
、
コ
ラ
ボ
商
品
の
開
発
、

Ｊ
Ａ
が
倉
庫
と
し
て
使
用
し
て
い
た
平
原

区
の
石
蔵
の
再
開
発
…　

そ
れ
ぞ
れ
が
リ

ン
ク
し
な
が
ら
、
移
住
定
住
促
進
・
交
流

人
口
拡
大
と
い
う
ゴ
ー
ル
に
向
か
っ
て
進
ん

で
い
ま
す
。
広
報
さ
が
ら
で
は
、
今
後
も

「
相
良
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
通
信
」
と
し
て

ホ
ッ
ト
な
情
報
を
お
届
け
し
て
い
き
ま
す
。

ルッソー村長は終始フレンドリー
何度も握手を交わし、場は和やかな空気に

セント・ヴァレンタイン村

フランスの中央に位置する、人口３００
人に満たない小さな村。村名の由来は、
キリスト教における恋人の守護聖人、聖
ヴァレンタインの遺物が12世紀に発見さ
れたことから。

「愛の聖地」として、２月に開催される「セ
ント・ヴァレンタイン祭り」では、世界

中から５,０００人以上のカップルが訪
れる。祭りでは、非公式の式ではあるが、
結婚承認式を挙げることができる。式で
は、村長の署名が入った結婚証明書をも
らうことができ、日本からも多くのカッ
プルが訪れる。

村唯一のレストラン
「Au 14 Février」（オー・キャトルズ・フェブリエ）

日本語に訳すると「2月14日」。スタッフは全て
日本人で、ミシュランの一つ星を獲得した名店。
本場のフランス料理とワインが楽しめる。

愛にあふれた景観

村のいたるところにハートマークがあしら
われ、「愛の聖地」を醸

かも

し出している。

村庁舎

郵便ポスト

ハートの木 写真出典：Yahoo!ブログ
「セント・ヴァレンタイン村」
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金
婚
夫
婦
21
組
の
み
な
さ
ま

（
敬
称
略
）

平
川　

利
治
・
富
美
子
（
下
四
浦
）

吉
田　

至
英
・
綾
子　

（
下
四
浦
）

北
川　

道
善
・
安
子　

（
下
四
浦
）

冨
尾　

鐵
守
・
由
紀
子
（
下
四
浦
）

坂
口　

常
之
・
信
子　

（
下
四
浦
）

橋
口　

勝
則
・
壽
加
子
（
上
川
上
）

荒
川　

和
清
・
濱
枝　

（
上
川
下
）

山
下　

勝
義
・
絹
子　

（
上
川
下
）

川
邊　

髙
德
・
ヨ
シ
子
（
松
馬
場
）

宮
原　

紀
久
・
八
千
代
（
松
馬
場
）

德
永　

秀
光
・
米
子　

（
上　

園
）

池
田　

浩
一
・
勝
子　

（
朝
の
迫
）

藤
村　

富
士
男
・
美
和
子（
中　

央
）

中
村　

憲
一
・
惠　
　

（
松　

葉
）

川
邊　

邦
夫
・
良
子　

（
松　

葉
）

原
口　

辰
紀
・
ア
サ
子
（
松　

葉
）

恒
松　

秀
嗣
・
代
美
子
（
平　

原
）

緒
方　

五
月
男
・
キ
ク
エ（
新　

村
）

西　

幸
二
郎
・
チ
ツ
子
（
新　

村
）

稗
島　

憲
二
・
侑
子　

（
十　

島
）

先
田　

富
英
・
七
子　

（
井　

沢
）

共に歩んだ５０年を祝して

第５８回金婚夫婦表彰式

村長から記念写真を受け取るお２人

謝辞を述べる川邊さんご夫婦

　

９
月
14
日（
水
）、
結
婚
50
周

年
を
祝
う
「
第
58
回
金
婚
夫
婦

表
彰
式
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
と
し
は
昭
和
41
年
に
結
婚
さ

れ
た
21
組
の
夫
婦
に
賞
状
や
記

念
品
、
記
念
写
真
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

　

德
田
村
長
よ
り
、「
人
生
の

先
輩
の
栄
誉
を
嬉
し
く
思
う
。

60
周
年
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
や

70
周
年
の
プ
ラ
チ
ナ
婚
を
ま
た

お
祝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
」と
祝
辞
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

ご
結
婚
さ
れ
た
昭
和
41
年

は
、
昭
和
39
年
か
ら
３
年
続
い

て
大
き
な
水
害
が
村
を
襲
っ
た

年
。
友
田
議
長
は
「
皆
さ
ん
の

復
興
へ
の
ご
尽
力
が
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
今
が
あ
る
」
と
感
謝
を

送
り
ま
し
た
。

　

表
彰
者
を
代
表
し
て
川
邊

髙
德
さ
ん
・
ヨ
シ
子
さ
ん（
松

馬
場
）が
、「
き
ょ
う
集
ま
っ
た

私
た
ち
は
、
周
り
に
助
け
ら
れ

な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
ド

ラ
マ
を
重
ね
て
き
た
。
こ
れ
か

ら
も
足
り
な
い
所
を
補
い
合

い
、
小
さ
な
こ
と
で
も
社
会
奉

仕
を
続
け
な
が
ら
生
き
て
い
き

た
い
」と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

50
年
間
、
苦
楽
を
共
に
さ
れ

た
お
２
人
、
こ
れ
か
ら
も
お
元

気
で
仲
睦む

つ

ま
じ
く
お
過
ご
し
く

だ
さ
い
。
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①親子で
　スイミング♪
②お菓子を配る　　　
　茶摘み･･･娘？
③白団に
　負けるな！　　　　　　
　のりのり玉入れ

秋の大運動会
暑さ
に負
けず

がん
ばり
まし
た !!

保育所・小学校運動会　
フォトリポート

①よーいどん!　低学年
　紅白対抗リレー
②息のそろった赤団の
　演舞
③ピラミッドの頂上で
　優勝を叫ぶ!
　白団の応援

①ビシッと決めたフィナーレの
　「KUMAKOI」
②手を広げてぐるっと一周
　カラフルな布が風になびく
③歌舞伎版「ワンピース」
　主題歌「TETOTE」に合わせて
　旗をスイング ①跳び箱越えられる

　かな？お父さんも
　お手伝い
②ことしもなつめ鼓隊
　が見事な演奏
③アンパンマン列車
　に揺られて
　レッツゴー!

9/25　南小学校

10/1　暁保育園

10/1　なつめ保育園

9/25　北小学校
・あざみ園

❶

❷ ❸

❷ ❸

❶

❶❷

❶

❷
❸ ❸



わだいむらのの

5

　中体連秋季陸上大会が開催され、相良中学校生
も他校に負けない頑張りをみせました。
上位成績は以下の通り
男子■代表４００ｍ　優勝　大塚裕登  53秒9
　　■１年１５００ｍ優勝　永井駿　  4分49秒8
　　■代表１５００ｍ優勝　永井智久  4分27秒3
　　■砲丸投げ　　　２位　竹崎俊也  11ｍ33
　　■代表２００ｍ　３位　大塚裕登  24秒2
　　■代表３０００ｍ３位　永井智久  9分35秒4
女子■２年８００ｍ　優勝　尾方唯莉  2分29秒2
　　■代表１５００ｍ２位　尾方唯莉  5分04秒7
　　■砲丸投げ　　　３位　堀川もも  9ｍ39　

ゴール間近！スパートをかける選手たち

9/16
（金）

自己ベストを目指して全力
中体連秋季陸上大会

9/11
（日）

家族で実りの秋を満喫
村ＧＴ主催、秋の収穫ツアー

親子協働作業で大きなナシを収穫

　さがら村グリーンツーリズム研究会（牧山規矩
子会長 = 新村）主催の「秋の味覚を食べつくそう
ツアー」が開催されました。村内外から３家族
１０人が参加。守永政晴さん（上川上）のナシ園と、
牧山会長のクリ園で旬を迎えた果実を収穫しました。
　ナシ園では、子どもたちは保護者に抱きかかえ
られながら、はさみで慎重に収穫。自分の頭と変
わらないほど大きなナシに、驚きの声をあげてい
ました。収穫したナシはすぐに実食。甘くてみず
みずしい味に参加者は笑顔が絶えませんでした。
　午後はクリ園に移動し、地面に落ちた大きなク
リを見落とさないよう、火ばさみで丁寧に拾って
いきました。

　相良北小学校６年生２名が、琉球大学法文学部
考古学研究室（池田榮史教授）の発掘調査をお手伝
いしました。
　池田教授らは、昨年度から川辺地区の石坂鍋野
古墳群を調査し、古墳の時期や構造の解明を目指
しています。
　池田教授の指導のもと、児童らは初めての発掘作
業に夢中になっていました。しばらく掘り進めると、
茶色の破片のような物を発見。「高

たか
坏
つき

」と呼ばれる、
浅い皿に足をつけた土器の破片と分かり、児童ら
は池田教授の説明を真剣に聴き入っていました。

スコップで慎重に土を掘り進めていく

初めての経験にドキドキ
北小６年生が発掘調査をお手伝い

9/9
（金）

哀愁帯びた「ひひ舞」奉納
北嶽神社秋の大祭

舞の最後は３人が天を仰ぐ

　北嶽神社（四浦晴山地区）の一大行事、秋の大祭
がことしも秋分の日に盛大に開かれ、伝統芸能

「ひひ舞」が奉納されました。
　ひひ舞は晴山地区出身の作家、小山勝清さんの
娘・ナヲエさんが脚本。「老ひひの舞」「悲恋の舞」
の２部構成からなり、老ひひ役を松永晋

くに
明
あき

さん、
娘ひひ役を坂口亜

あ
純
ずみ

さん、木こり役を平野遥さん
が演じました。
　太鼓の音に合わせて、まずは松永さんが登場し、
力強く、雄大な老ひひを表現。次に坂口さんと平野
さんが、娘ひひと木こりの叶わぬ恋を哀愁たっぷり
に舞い、会場からは惜しみない拍手が送られました。

9/22
（木）
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交
通
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　  

秋
の
交
通
安
全
運
動

タ
ッ
チ
運
動
で
呼
び
か
け

　
９
月
21
日
か
ら
30
日
に
か
け
て
、
秋
の
全
国

交
通
安
全
運
動
が
全
国
一
斉
に
展
開
さ
れ
ま
し

た
。
初
日
は
各
地
で
タ
ッ
チ
運
動
が
行
わ
れ
、

相
良
村
で
は
Ｊ
Ａ
農
機
セ
ン
タ
ー
跡
前
で
朝
の

７
時
頃
に
開
始
。
国
道
４
４
５
号
を
走
る
車
両

を
誘
導
し
、
お
よ
そ
１
０
０
台
の
通
行
車
両
に

交
通
安
全
啓
発
グ
ッ
ズ
な
ど
を
手
渡
し
ま
し
た
。

か
か
し
も
祈
る
交
通
安
全

　
松
馬
場
区
の
国
道
４
４
５
号
沿
い
、「
ア
ヤ
メ

街
道
」
の
近
く
に
、「
交
通
安
全
」
の
た
す
き
を

か
け
た
、
２
体
の
リ
ア
ル
な
か
か
し
が
立
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
を
作
っ
た
の
は
同
地
区
の
友
田
十と

江え

さ

ん
。
交
通
事
故
が
起
き
な
い
よ
う
に
、
そ
し
て

国
道
沿
い
に
の
ど
か
な
景
観
を
、
と
の
想
い
で

初
め
て
か
か
し
作
り
に
挑
戦
。
２
体
の
手
に
は
、

健
康
へ
の
願
い
を
込

め
た
「
心
訓
」
を
持

た
せ
ま
し
た
。「
こ

れ
か
ら
も
事
故
な
く

健
康
で
、
地
域
に
貢

献
し
て
１
０
０
歳
ま

で
は
生
き
た
い
で
す

ね
」
と
友
田
さ
ん
は

話
し
て
い
ま
し
た
。

10 月には後ろの田で稲刈り
秋らしいのどかな光景

新しい ※厨
ず

子
し

の前で手を合わせる住民

笑顔でグッズを受け取る運転者

※ 仏神像や位牌などを安置する戸棚型の収納具

　初神地区の馬
ば

頭
とう

観音と山の神、氏神を安置する
厨子３基が一新され、平集落のゴミ収集場付近に
移転しました。もともと厨子は集落の上にあり、管
理が大変で老朽化もひどく、扉も無い状態でした。
　そこで住民が費用を出し合い、球磨工業高校伝
統建築専攻科に依頼。学生４人で作成に取り掛かり
ました。その中には、相良村（朝の迫）の磯部孝樹く
んも建築に携わっています。地元住民の尾方ミツノ
さんは「今まではお参りに行くのも大変だった。神
様も喜んでいることだろう」と嬉しそうに語りまし
た。１０月３０日（日）には、落成祝いが行われます。

地域の力で神様をお引越し
初神の３観音、新たな厨

ず

子
し

に安置
9/27
（火）

9/22
（木）

旬の味覚で被災地を応援
専徳寺、三陸産サンマを販売

　柳瀬新村区の専徳寺にて、門徒会と地元消防団
の協力で岩手県三陸産のサンマ２００匹が炭火焼
で販売されました。
　これは、岩手県のサンマ卸業者と親交のあった
堀内幹

かん
住職が、東北と熊本の両被災地を支援しよう

と企画。皆さんに楽しんでもらいながらも、地震の
ことを忘れないでほしいとの想いがあったそうです。
　参加した田頭明子さん（平原）は、「おいしいサン
マはもちろん、住職の想いにも感動。復興への熱
意を感じた」と感慨深げに語っていました。
　堀内住職らは、10 月 22 日（土）から 23 日（日）
にかけて開催された、相良村誕生 60 年記念第 1
回さがら産業文化祭でも販売を行いました。

多くの人が寄り合い、本場の味に舌
したづつみ

鼓を打った
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平成27年度決算に基づく相良村健全化判断比率及び資金不足比率 平成27年度　相良村の財政事情
　平成２７年度の村の決算は、歳入総額３４億５,６４１万２千円（対前年度２億３,４８８万５千円の
減）で、そのうち自主財源が６億４,２１４万４千円（１８.６％）、依存財源が２８億１,４２６万８千円

（８１.４％）となっています。歳出総額は、３３億７９５万５千円（対前年度２億３,８００万６千円の減）
で、村民１人当たり（平成２８年３月末現在人口４,７８０人）の決算額は、７２万３,０９９円（対前年度
１万８,７３４円の減）でした。
　また、一般会計にかかる地方債（借入金）残高は、２８億６,７３５万９千円で、村民１人当たり
５９万９,８６６円（対前年度１万４,５１６円の減）となりました。

商工費
2,607万9千円
（0.7％）

歳 出

議会費
6,330万円（1.9％）

総務費
7億5,353万5千円
（22.8％）

公債費
3億930万円
（9.4％）

災害復旧費
1万9千円（0.1％）

消防費
1億4,186万円

（4.3％）

民生費
8億1,969万円
（24.8％）

土木費
1億6,995万6千円

（5.1％）

農林水産業費
4億8,051万2千円
（14.5％）

衛生費
2億3,847万2千円

（7.2％）

教育費
3億523万2千円

（9.2％）

村税
3億3,591万
2千円
（9.7％）

繰越金
1億4,533万6千円
（4.2％）

諸収入等
1億2,728万円
（3.7％）国庫支出金

3億5,983万
9千円

（10.4％）

その他交付金
1億281万9千円
（3.0％） 分担金及び負担金

3,361万6千円
（1.0％）

地方譲与税
3,298万円
（1.0％）

地方交付税
18億5,080万7千円
（53.5％）

村債
2億880万円
（6.0％）

歳  入

県支出金
2億5,902万
3千円
（7.5％）

自主財源
6億4,214万
4千円

依存財源
28億1,426万
8千円

（単位：千円）
会　計　名 歳　入 歳　出 差　引 基金繰入金

国 民 健 康 保 険 807,706 749,430 58,276 15,000
簡 易 水 道 92,535 90,067 2,468 0
農 業 集 落 排 水 258,207 254,865 3,342 0
介 護 保 険 644,484 606,935 37,549 0
後期高齢者医療 51,164 50,769 395 0
※ 差し引き額及びパーセントは、端数処理の関係で
　 合わない場合があります。

【問合せ先】総務課財政係　☎３５－０２１１

歳入歳出差引額　１億4,845万7千円

33億795万5千円

34億5,641万2千円

一般会計 平成27年度の主な事業

老朽化に伴い、平成22年度から着手
した観音橋の架け替え工事が完了。
昨年9月に開通式が執り行われました。
今年度は、護岸工事と旧橋の撤去を
行い、平成29年度末の完了を予定し
ています。

村道廻谷線観音橋架け替え工事 
土木費　道路新設改良費（逓次繰越）3 千万円

国からの、地域活性化・地域住
民生活等緊急支援交付金を用い、
例年より高い利率で商品券を販
売しました。

プレミアム商品券販売事業 
商工費　商工業振興費（繰越明許）　1,273 万 9 千円

傷 み の 激 し か っ た ジ ョ ギ ン グ
コース、用具倉庫及び駐車場の
外灯の整備を行いました。

相良村総合運動公園整備改修工事 
教育費　体育施設費　3,549 万 9 千円

特別会計
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平成27年度決算に基づく相良村健全化判断比率及び資金不足比率

　平成２１年４月１日に「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」が施行され、地方公共団体は毎年度の
決算時に健全化判断比率及び資金不足比率を算定し公表することが義務付けられました。また、健全化判断比
率のいずれかが早期健全化基準以上の場合、または、資金不足比率が経営健全化基準以上になった場合は、議
会の議決を経て財政健全化計画などを策定し、計画的に健全化に向けて取り組まなければなりません。
　本村の平成２７年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率は、以下のとおり全て健全段階となって
います。

○健全化判断比率 （単位：％）

比　　　　率 内　　　　容 平成27年度
早期健全化
基準

財政再生
基準

実質赤字比率

一般会計などにおける、赤字額の※標準財政規
模に対する割合を示すもの。
※標準財政規模…地方自治体における地方税・
普通交付税・地方譲与税など標準的な一般財源
の規模を示すもの。	

黒字のため
「なし」

15.00 20.00

連結実質赤字
比 率

一般会計・特別会計・公営企業会計における赤
字総額の標準財政規模に対する割合を示すもの。

黒字のため
「なし」

20.00 30.00

実質公債費比率

地方自治体おける一般財源の規模に対する公債
費の割合を示すもの。一般会計の公債費に加
え、公営企業に対する公債費の繰出金、一部
事務組合に対する負担金のうち公債費に対す
るものも含めた指標。地方債を発行する場合、
25％以上になると単独事業の地方債の一部が
認められなくなり、35％以上になると、これ
らに加えて一部の一般公共事業債についても制
限される。

9.7 25.0 35.0

将来負担比率

一般会計・特別会計・公営企業会計・地方公社
及び第三セクター等について、一般会計等が将
来負担する可能性のある負債総額、いわゆる「将
来負担額」の一般財源の規模に対する割合を示
すもの。「将来負担額」には、一般会計等の地
方債現在高、債務負担行為に基づく支出予定額、
特別会計、公営企業会計や一部事務組合の公債
費に充てるために一般会計等から繰出す見込み
額、退職手当支給予定額のうち、一般会計等の
負担見込額などが含まれる。

16.7 350.0

○資金不足比率 （単位：％）

会計名 内　　　　容 平成27年度
経営健全化
計画

簡易水道特別会計
公営企業における資金不足額の事業規模に
対する割合を示すもの。

資金不足がないため
｢なし｣

20％
農 業 集 落 排 水
特 別 会 計

資金不足がないため
｢なし｣
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小学校の運動部活動が社会体育に移行します

　熊本県では、これまで、放課後に教職員を指導者として、運動部活動（クラブ活動）を行ってきました。
しかし、様々な課題が指摘されるようになり、熊本県教育委員会では、平成２５年度に外部有識者による「運
動部活動およびスポーツ活動のあり方検討委員会」を設置し、議論を重ねたうえに平成２６年２月に「運動部
活動およびスポーツ活動のあり方について」の提言が出されました。
　それをうけて、平成２７年３月に熊本県教育委員会より「児童生徒のための運動部活動及びスポーツ活動の
基本方針」が示され、平成３０年度末までに小学校の運動部活動を社会体育に移行することとなりました。

◆小学校運動部活動の社会体育移行についての意見聴取及びアンケート結果

　相良村では、各小中学校の職員、ＰＴＡ代表者および、村内体育団体の代表者を委員として、平成２８年４
月に「相良村運動部活動に関する検討委員会」を設置し、小学校の運動部活動の円滑な社会体育への移行および、
各団体の代表者の意見の反映を目的として、さまざまな課題の解決に向けて検討を行っています。

◆委員名簿 氏　　　　名 所　　　　属 備　考
1 安　達　貴美子 相良北小学校長 委 員 長
2 鳥　越　裕　二 相良村社会教育委員長 副委員長
3 松　田　晃　二 相良南小学校長
4 土　肥　弘　実 相良南小学校部活動担当
5 磯　田　昌　臣 　　　〃　　　PTA会長
6 岩　崎　秀　幸 相良北小学校部活動担当
7 平　野　　　淳 　　　〃　　　PTA会長
8 徳　田　雅　人 相良中学校長
9 吉　村　　　剛 相良中学校体育主任
10 圡　肥　　　洋 　　　〃　　　PTA会長
11 赤　池　正　也 相良村スポーツ推進委員協議会代表

12 溝　口　純　一
相良村体育協会代表、総合型地域スポーツクラブ
「茶れんじクラブ」代表コーディネーター

○社会体育とは

学校体育以外の体育の総称。主として体育行政の範囲で行なわれる。地域社会，職域，家庭
で行なう体育をさすが，営利や利益を追求する商業施設体育を含むこともある。

教育委員会からのおしらせ

小学校の運動部活動の社会体育移行に賛成ですか？

市町村教育委員会

賛成 80%

反対
20%

小中学校 PTA 代表

賛成
45%

両方可
39%

小中学校長会

賛成 85%

反対 3%
両方可 8%

無回答 4%

反対
16%

【問合せ先】教育委員会社会教育係　☎３５－１０３９
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朝
夕
は
冷
え
込
み
、
だ
い
ぶ
秋
ら
し
く

な
っ
て
き
ま
し
た
ね
。
外
で
遊
ん
だ
後

は
、
う
が
い
・
手
洗
い
を
忘
れ
ず
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

９
月
の
ち
ゃ
ち
ゃ
ク
ラ
ブ
で
は
、
ベ

ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
た
り
、
ボ
ー
ル
を

使
っ
て
運
動
遊
び
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
さ
て
、
11
月
は
「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
シ
ア

タ
ー
」
を
計
画
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
お
友
達
を

誘
っ
て
、
気
軽
に
お
い

で
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　
福
祉
係

　
完
全
予
約
制
年
金
相
談
会
を
、人
吉
市・

球
磨
郡
で
毎
週
２
回
開
催
。

　
年
金
の
専
門
家　
社
会
保
険
労
務
士
が

あ
な
た
の
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

■
開
催
日

○
人
吉
東
西
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
〈
月
曜
日
〉

　
　
７
日
・
14
日
・
21
日
・
28
日

○
多
良
木
町
役
場

　
〈
水
曜
日
〉

　
　
９
日
・
30
日

○
錦
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
〈
水
曜
日
〉

　
　
２
日
・
16
日

【
問
合
せ
・
予
約
申
し
込
み
】

　
国
保
係
ま
た
は
八
代
年
金
事
務
所

　
予
約
担
当

　
（
☎
０
９
６
５

－

３
５

－

６
１
２
３
）

相
良
村
子
育
て
応
援
事
業

ち
ゃ
ち
ゃ
ク
ラ
ブ
だ
よ
り

年
金
相
談
会
の
開
催

　
　
　
　
　

  

〈
11
月
分
〉

Ｄ
Ｖ
や
ス
ト
ー
カ
ー
に

お
悩
み
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
ス

ト
ー
カ
ー
な
ど
、
女
性
を
め
ぐ
る
様
々
な

人
権
問
題
の
解
決
を
図
る
た
め
、
全
国
一

斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化

週
間
を
実
施
し
ま
す
。

■
実
施
期
間　

平
成
28
年
11
月
14
日（
月
）か
ら
11
月
20

日（
日
）ま
で
の
７
日
間

■
実
施
内
容

　
○
電
話
相
談

　
　
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

　
　
専
用
電
話
番
号

　
　
☎
０
５
７
０

－

０ゼ
ロ
ナ
ナ
ゼ
ロ
の
ハ
ー
ト
ラ
イ
ン

７
０

－

８
１
０

　
○
相
談
担
当
者

　
　
人
権
擁
護
委
員
・
法
務
局
職
員

　
○
相
談
を
受
け
る
事
項

夫・パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力（
Ｄ
Ｖ
）、

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
に
よ
る
被
害
、
職

場
な
ど
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
女
性
を
め
ぐ
る

様
々
な
人
権
問
題（
相
談
内
容
の
秘

密
は
厳
守
）

■
受
付
時
間

　
○
平
日

　
　
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
７
時
ま
で

　
○
土
・
日
曜
日

　
　
午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

【
問
合
せ
先
】

　
熊
本
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
☎
０
９
６

－

３
６
４

－

２
１
４
５

の保健福
祉

ひろば

11月の小児科在宅当番医

３日㈷ 公立多良木病院　小児科
６日㈰ 増田クリニック　小児科
13日㈰ たかはし小児科内科医院
20日㈰ 堤病院附属九日町診療所小児科
23日㈷ やまむら医院
27日㈰ 人吉医療センター　小児科

４２－２５６０
２２－３５７０
２４－２２２２
２２－２２５１
４５－０００５
２２－２１９１

〈受診時間/午前9時〜午後5時〉

※受診される場合は、医療機関へ連絡してください。

お問い合わせは　保健福祉課（直通）☎３５−１０３２
国保係　戸籍係　福祉係　保健係（ふれあいセンター内）

■日時／１１月１６日（水）　９：３０より受付
■場所／相良村ふれあいセンター
※準備の都合上、１１日（金）までお知らせください。
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●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

高
齢
化
社
会
に
お
け
る
財
産

管
理
に
つ
い
て
の
研
修
会
が

実
施
さ
れ
ま
す

　
自
分
が
将
来
、
認
知
症
な
ど
で
判
断
能

力
を
失
っ
た
と
き
に
備
え
、
あ
ら
か
じ
め

自
分
が
信
頼
で
き
る
人
を
後
見
人
と
し
て

定
め
て
お
く
制
度
と
し
て
任
意
後
見
制
度

が
あ
り
ま
す
。
後
見
が
必
要
に
な
っ
た
と

き
に
、
自
分
が
ど
の
よ
う
な
生
活
を
し
た

い
の
か
、
ど
の
よ
う
に
財
産
管
理
を
し
て

ほ
し
い
の
か
を
定
め
て
お
け
ば
、
希
望
に

添
っ
た
後
見
事
務
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
左
記
の
内
容
で
研
修
会
が
実

施
さ
れ
ま
す
の
で
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

■
主
催

　
人
吉
球
磨
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー

　
（
人
吉
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

■
日
時

　
平
成
29
年
１
月
13
日（
金
）

　
午
後
６
時
30
分
～
午
後
８
時
30
分

■
会
場

　
人
吉
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

■
内
容

　
八
代
公
証
人
役
場
に
よ
る
講
演

「
高
齢
化
社
会
に
お
け
る
財
産
管
理
」

～
任
意
後
見
契
約
を
用
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
財
産
管
理
～

■
対
象

球
磨
郡
、
人
吉
市
に
在
住
す
る
医
療
保

健
福
祉
等
の
専
門
職
、
一
般
住
民
の
方

■
参
加
費　
無
料

■
参
加
申
込
　

　
①
申
込
方
法

参
加
申
込
書
に
よ
り
、
人
吉
市
社
会

福
祉
協
議
会
ま
た
は
相
良
村
社
会
福

祉
協
議
会
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も
受
付

け
ま
す
。

　
②
申
込
期
限

　
　
平
成
29
年
１
月
10
日（
火
）

【
申
込
及
び
問
合
せ
先
】

　
人
吉
球
磨
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー　

　
☎
０
９
６
６

－

２
４

－

８
８
０
０

　

０
９
６
６

－

２
５

－

１
１
１
７

　
Ｅ
メ
ー
ル

ｉ
ｎ
ｆ
ｏ
＠
ｈ
ｉ
ｔ
ｏ
ｙ
ｏ
ｓ
ｈ
ｉ

－

ｓ
ｙ
ａ
ｋｙ
ｏ
．
ｃ
ｏ
ｍ

　
ま
た
は

　
相
良
村
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
３
５

－

０
０
９
３　

学校保健委員会だより

　歯の本数は全部で２８本ですが、残存数が２０本以

下になると、急激に噛む能力が落ちていきます。良く

噛むことは体全体に大きな効果があります。

① 良く噛むことで脳血流量がどんどん増加し、脳が活

性化します。

② 左右の歯でしっかり噛むことで、体のバランスが保

たれます。

　自然界の動物（特に肉食動物）においては、歯の喪

失は生命に直接関ってきます。歯の弱ったライオンを

想像してください。これはテリトリーの維持が困難に

なることによって生きることができなくなります。そ

れによって逆に、同種のライオンが天敵になります。

　幸いに私たちホモサピエンスは文明と知恵によっ

て、歯の代換品を発明しています。今では、歯が欠け

たり、無くなったりした場合でもクラウンや入れ歯な

ど人工の歯で補うことができます。歯もなく、入れ歯

もない場合、右表①のように、半数以上が「軟らかい

ものだけまたは流動食」しか食べられません。

　そうなると、噛むこともなくなり、脳が衰え、体の

バランスも悪くなります。入れ歯などの治療を行うこ

とで、そこが改善され、下表②のように、「家族と同じ

食事が何とかできる」状況になるのです。当然、脳や

体へもよい影響を与えます。

　歯科への受診を「わずらわしい、めんどう」と考え

るのではなく、体全身のためにも、定期検診に行った

り、必要な治療を取り入れていくことが大事でしょう。

　歯をできる限り残存させ、食べ物を噛む機能を維持す

ることが、身体の健康上非常に大切だと言えます。やは

り、自分の歯が一番です。自分の歯を可能な限り残せる

ように歯みがきなどのメンテナンスを頑張りましょう！

学校保健委員会だより
「歯の喪失と

体への影響」
佐々木歯科医院　院長

佐々木　満博

すべての歯がない
入れ歯なし

すべての歯がない
入れ歯を使用

何でもかめる

家族と同じ
食事が何とか
できる
軟らかいもの
だけ
または流動食表① 表②
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平
成
28
年
10
月
１
日
付
け
で
、

田
上
富
代
さ
ん（
十
島
）が
法
務
大

臣
か
ら
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱

（
再
任
）さ
れ
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
の
任
期
は
３
年

間
で
、
常
設
相
談
所
や
特
設
相
談

所
に
お
い
て
、
面
談
ま
た
は
電
話

に
よ
る
人
権
相
談
や
人
権
啓
発
活

動
を
行
い
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
い
つ
で
も

あ
な
た
の
相
談
に
応
じ
て
く
れ
ま

す
。

　

11
月
11
日
か
ら
17
日
ま
で
は

「
税
を
考
え
る
週
間
」
で
す
。
こ

れ
は
、
国
民
生
活
に
深
い
関
わ
り

を
持
っ
て
い
る
税
に
つ
い
て
、
そ

の
必
要
性
や
使
い
道
を
分
か
り
や

す
く
説
明
す
る
こ
と
で
、
皆
様
の

税
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
た
め
に
設
け
て
い
ま
す
。

　

こ
と
し
の
テ
ー
マ
は
、

「
く
ら
し
を
支
え
る
税
」
で
す
。

　

な
お
実
施
に
合
わ
せ
て
、
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
「
く
ら
し
を

支
え
る
税
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
特
設

ペ
ー
ジ
を
設
け
て
い
ま
す
。
国
税
庁

の
各
種
取
組
に
つ
い
て
紹
介
し
て
お

り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

  

国
税
庁　

検
索

　

熊
本
県
最
低
賃
金
が
時
間
額

７
１
５
円
に
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
最
低
賃
金
は
、
県
内
す
べ

て
の
事
業
所
、
労
働
者
に
適
用
さ

れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、
左
記
に
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

熊
本
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

☎
０
９
６

−

３
５
５

−

３
２
０
２

人
吉
労
働
基
準
監
督
署

☎
０
９
６
６

−

２
２

−

５
１
５
１

おしらせ

人
権
擁
護
委
員
に

田
上
富
代
さ
ん
が

再
任
さ
れ
ま
し
た

ご
存
じ
で
す
か
？

「
税
を
考
え
る
週
間
」

必
ず
チ
ェ
ッ
ク

　
　
　

最
低
賃
金
！

使
用
者
も
労
働
者
も

※火災予防期間中、中分署職員が様々な啓発活動を実施します。皆様のご協力をお願いします。

住宅用火災警報器

設置は義務です

【問合せ先】
人吉下球磨消防組合　
中分署
☎２４－１２４３

秋季全国火災予防運動　平成２８年１１月９日～１１月１５日

住宅用火災警報器が平成１８年に設置が義務化され、ことしで１０年が

経過しました。本体の交換を推奨します。今一度ご確認をお願いします。

平成28年度全国統一防火標語

消しましょう
その火その時　その場所で

寝室と階段の天井部分に

取付けましたか？
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「
な
ぜ
？
」「
ど
う
し
て
？
」
自

然
の
な
ぞ
解
き
に
せ
ま
る
子
ど
も

た
ち
。
県
内
の
児
童
生
徒
及
び
教

職
員
に
よ
る
科
学
研
究
物
な
ど
の

優
秀
作
品
を
展
示
公
開
し
ま
す
。

歴
史
あ
る
科
学
展
へ
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

　
■
期
日

　

11
月
５
日（
土
）～
９
日（
水
）

　

９
時
～
午
後
５
時

　

※
９
日
は
午
後
３
時
ま
で

■
会
場

　

熊
本
市
環
境
総
合
セ
ン
タ
ー　

■
入
場
料　

無
料

【
問
合
せ
先
】

　

熊
本
県
立
教
育
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
６
８

−

４
４

−

６
６
１
３

　

熊
本
県　

科
学
展　

検
索

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
29
年
度

第
１
学
期（
４
月
入
学
）の
学
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
、ラ
ジ
オ
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
授

業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒

業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い

な
ど
、
様
々
な
目
的
で
幅
広
い
世

代
、職
業
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

■
学
習
分
野

心
理
・
教
育
・
福
祉
・
経
済
・

歴
史
・
文
学
・
情
報
・
自
然

科
学
な
ど

■
出
願
期
間

第
１
回
…
平
成
29
年
２
月
28
日

ま
で

第
２
回
…
平
成
29
年
３
月
20
日

ま
で

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い

ま
す
。

【
資
料
請
求
・
問
合
せ
先
】

　

放
送
大
学
熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
６

−

３
４
１

−

０
８
６
０

○
自
衛
官
候
補
生

■
募
集
期
間

　

平
成
28
年
11
月
８
日（
火
）

　

か
ら
11
月
28
日（
月
）

■
試
験
日
時
・
場
所

　

平
成
28
年
12
月
３
日（
土
）

　

北
熊
本
駐
屯
地

■
受
験
資
格
者

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
性

○
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
生

■
募
集
期
間

・
推
薦

　

平
成
28
年
11
月
１
日（
火
）

　

か
ら
12
月
２
日（
金
）

・
一
般

　

平
成
28
年
11
月
１
日（
火
）

　

か
ら
平
成
29
年
１
月
６
日（
金
）

■
試
験
日
時
・
場
所

・
推
薦

　

平
成
29
年
１
月
７
日（
土
）

　

か
ら
９
日（
月
）

・
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

　
（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
御
幸
浜

　

２

−

１
）　

・
一
般

　

平
成
29
年
１
月
21
日（
土
）

熊
本
県
内（
受
付
後
に
お
知
ら
せ
）

■
応
募
資
格
者

15
歳
以
上
17
歳
未
満
で
中
卒

（
見
込
み
含
む
）の
男
子

　

応
募
方
法
な
ど
は
左
記
に
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力
本
部
人

吉
地
域
事
務
所

☎
０
９
６
６

−

２
２

−

４
７
０
４

自
衛
官
募
集
相
談
員

福
田　

雄
二（
松
馬
場
）

☎
３
５

−

０
２
１
１

（
相
良
村
役
場
総
務
課
内
）

　

生
物
多
様
性
に
関
す
る
学
習
や

自
然
観
察
を
通
し
て
、
自
然
環
境

の
保
全
に
つ
い
て
考
え
る
講
座
で

す
。
募
集
案
内
や
申
込
書
様
式
は
、

熊
本
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
ホ
ー
ム
∨

組
織
か
ら
探
す
∨
環
境
生
活
部
∨

自
然
保
護
課
）に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日　

11
月
26
日
、12
月
10
日

■
会
場　

熊
本
県
立
大
学
県
林
業

研
究
指
導
所

■
募
集
締
切　

11
月
23
日

■
申
請
書
提
出
先

〒
８
６
２

−

８
５
７
０

（
住
所
記
載
不
要
）

熊
本
県
自
然
保
護
課

自
然
環
境
講
座
係

【
問
合
わ
せ
先
】

熊
本
県
自
然
保
護
課

☎
０
９
６

−

３
３
３

−

２
２
７
４

香
典
返
し
〈
９
月
分
〉

相
良
村
社
会
福
祉
協
議
会
へ

※
敬
称
略

山
名
　
哲
子
（
平
原
）

東
　
イ
ツ
子
（
新
村
）

佐
藤
　
寿
子
（
永
江
）

世帯数　1,653世帯（±０）
男　　　2,220人　（△１）
女　　　2,440人　（△７）
計　　　4,660人　（△８）

相
良
村
の
人
口
と
世
帯

（
９
月
末
現
在
）

※（　

）内
は
、
先
月
末
と
の
差
で
す
。

※
外
国
人
住
民
を
含
め
た
集
計
で
す
。

第
76
回
科
学
展

発
見
！
広
が
る
未
来

自
衛
官
・
陸
自
工
科
生

募
集

「
生
物
多
様
性
く
ま
も
と

セ
ミ
ナ
ー
」
受
講
生
募
集

募
集

放
送
大
学
４
月
生
募
集
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村長エッセー 「相良村は還暦！」

　我が家の庭では、コスモスが咲き乱れまさに秋の雰囲気十分というところ

でありますが、片や夏の花も元気いっぱい咲いております。朝夕は肌寒さを

感じますが、昼になるとまだまだ暑さを感じます。気温そのままに花たちは

夏と秋が混在する今日この頃です。

☆

　相良村は昭和３１年に、川村・四浦村の二村合併により誕生しました。

６０年前ですから、人間で言いますと十干十二支が一巡し元の干支に戻る還暦

であります。現在のこの豊かな相良村がありますのも先人の多年にわたる地

域づくりの努力の成果であり、またそれをしっかりと継承し発展させた現在の相良村民の皆様の力であり、

心より感謝いたします。

　終戦１０年ほどで新生・相良村が誕生してこの 60 年の間に、村を取り巻く環境にはめまぐるしい変化

がありました。国際的には旧ソ連の崩壊があり、月面着陸がありました。国内的には東京オリンピックの

開催、新幹線や高速道路網などのインフラ整備促進、インターネットや携帯電話の劇的な普及などがあり

ました。相良村もこれらと並行して、道路・橋・上下水道といった基盤整備、教育、福祉、農業振興など

村民の皆様の暮らしの豊かさを実現してまいりました。

☆

　相良村は「相（愛）性の良くなる村」として誕生しました。仕事との相性、健康との相性、勉学との相性、

人との相性です。この相性の良くなる村で生まれ育ち、そして住む私たちは将来に向けての地域づくりの

責務があります。次の還暦に向けて一人ひとりの村民の相性ある思いのもと、誇りある村づくりを共にし

ていき次世代に繋げなければならないと思います。

☆

　ことしは、幾度となく台風が発生し被害を受けた県がありましたが、この相良村を含む球磨地域は有難

いことに台風は避けてくれました。ただ、この影響でおととしに続き村民体育祭が中止になったのは残念

なことではあります。

　いずれにしても、ことしも十分な秋の実りがありました。各地の神社での秋祭りも開催されます。感謝です！

相良村長

德 田  正 臣

＊還暦は、十干と十二支の６０の組み合わせです。

【十干】
甲（木の兄＝きのえ）
乙（木の弟＝きのと）
丙（火の兄＝ひのえ）
丁（火の弟＝ひのと）
戊（土の兄＝つちのえ）
己（土の弟＝つちのと）
庚（金の兄＝かのえ）
辛（金の弟＝かのと）
壬（水の兄＝みずのえ）
癸（水の弟＝みずのと）



16

建設課からのおしらせ

簡易水道配水池清掃（貯水槽清掃）に伴い、断水します
　下記の日程で貯水槽の清掃を行います。
　清掃中は断水により大変ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。

作業場所 日　　程 断水時間帯 断水地区

川辺地区　配水池・減圧槽 11月　5日（土） 8：00～17：00 13：30～16：00 川辺地区全域、下四浦地区

初神地区　減圧槽
11月21日（月） 8：30～14：00

9：00～11：00 出口地区、瀬馳地区

川辺地区　加圧ポンプ槽 11：30～13：30 上園地区の一部

深水地区　配水池 11月28日（月） 8：00～17：00 9：00～12：00 中尾地区

※ 水道に関するお問い合わせは、お気軽に相良村役場建設課管理係までお願いします。

■問合せ先　相良村役場　建設課　管理係　☎３５－１０３５（直通）

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5

●文化の日 ●犬童球渓音楽祭

●ノーテレビデー・
ノーゲームデー

6 7 8 9 10 11 12
◆母子健康手帳
　交付・両親学級
（受付9:00～9:20
　ふれあいセンター）

◆７か月児育児学
級（相良会場）
（Ｈ28.4月生）

●秋季防火
　パレード

◆こころの健康相
談（要予約）

●総合体育館休館日
●ノーテレビデー・
ノーゲームデー

13 14 15 16 17 18 19
●中学校文化祭 ●山本神社

　秋の例大祭
◆ちゃちゃクラブ ３～４か月児健診

（山江会場）
（Ｈ28.7.6～8.5生）

●総合体育館休館日
●ノーテレビデー・
ノーゲームデー

20 21 22 23 24 25 26
●きたっこ秋祭り
　（北小学校）
●学習発表会
　（南小学校）
●カミヨウラ
　フェスタ
●川辺厳島神社
　例大祭

◆母子健康手帳
　交付・両親学級
（受付9:00～9:20
　ふれあいセンター）

●勤労感謝の日
●十島菅原神社
　秋の大祭

●税務課収納窓口
延長

　午後７時まで

◆こころの健康相
談（要予約）

●総合体育館休館日
●ノーテレビデー・
ノーゲームデー

27 28 29 30
◆３歳児健診
（Ｈ24.3～5月生）

◆すこやか育児相
談（要予約）

●消防規律訓練

●総合体育館休館日

★保育料は毎月納期限内に納
めましょう！保育料の納期
は毎月２５日です。（２５日
が土・日・祝祭日の場合は、
翌日になります。）

★１１月は村県民税及び固定資
産税第６期、国民健康保険
税第７期の納付月です。納
め忘れのないよう便利な口
座振替のご利用を！

11月の行事予定 変更になる場合もあります。 ◆保健福祉関係　●教育委員会ほか

☆毎週木曜日は「ノーテレビデー・ノーゲームデー」…
　テレビやゲームから離れ、生み出された時間を学習や読書、家族団らんなどの時間としましょう。
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